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7
月
28
日
、
榎
の
実
学
習
会
中
学

生
と
教
員
、
下
榎
支
部
、
隣
保
館
職

員
が
参
加
し
、
大
阪
の
「
リ
バ
テ
ィ

お
お
さ
か
」
（
大
阪
人
権
博
物
館
）

で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
３
回
の
事
前
学
習

を
行
い
こ
の
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
企
画
展
「
親
子
で
学
ぼ

う
！
部
落
の
歴
史
と
現
在
」
で
学
芸

員
に
よ
る
展
示
解
説
を
聞
き
ま
し

た
。

　

次
に
、
性
と
家
族
・
エ
イ
ズ
・
沖

縄
に
つ
い
て
・
障
が
い
者
問
題
・
ハ

ン
セ
ン
病
・
在
日
コ
リ
ア
ン
・
ア
イ

ヌ
民
族
・
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
各

生
徒
が
自
分
の
担
当
を
決
め
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
説
明
を
見
な
が
ら
、
分

か
ら
な
い
こ
と
は
ガ
イ
ド
の
人
に
尋

ね
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　

施
設
内
の
〝
い
の
ち
・
輝
き
〟
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
〝
命
の
大
切
さ
〟〝
生

ま
れ
て
く
る
こ
と
、
い
ま
こ
こ
に
い

る
不
思
議
〟
に
つ
い
て
の
展
示
が
あ

り
、
生
徒
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
の
人
形

を
抱
っ
こ
す
る
体
験
を
し
た
り
、
命

の
始
ま
り
や
自
分
が
生
ま
れ
て
き
た

こ
と
の
神
秘
さ
な
ど
、
生
命
の
尊
さ

に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
見
学
を
し
て

い
ま
し
た
。

《リバティおおさか　視察研修》

　　　学芸員さんの話を聞いて　　　　　　　　２年　西村彩花
　話を聞いて分かったことは ･･･ 部落差別されていようが、人の目

を気にせず、前に進んでいった人たちの想いと、自分たちの地域の

改善をめざした人たちの想いは、とても強いなーと思いました。

　「差別されているから」で、あきらめず、何か目標を持って前に

進んでいくのはスゴイことだと思いました。当時の人たちの想いが

強く伝わってきました。差別の始まりも詳しく聞けたので良かった

です。

　自分たちも今の学習で、差別に負けないように、目標を持って頑

張っていきたいです。当時の人たちの頑張りを受け継いでいきたい

です。

学芸員の詳しい説明を聞く

貴重な資料の数々に目を通す。

自分が担当する人権問題を詳しく調べる

榎の実学習会中学生視察研修
大阪にある「リバティおおさか」で人権問題について学ぶ

《地域交流清掃活動》
　老人会と子ども育成会が合同で老人憩の

家と集会所周辺の草とりをしました。

　朝から暑い日でしたが、35 名の参加者

があり、１時間の作業でとてもきれいにな

りました。

《親子料理教室》
　清掃活動の後、集会所で町食生活改善推

進協議会の皆さんの指導により、旬の食材

を使った親子で出来る料理を 4 品作りま

した。

　盛り付けなどは子どもたちの出番。和や

かな雰囲気の中、親子一緒においしい料理

が出来ました。家でもたのしくお手伝いが

できればいいな♪と感じました。

メニュー：デコレーションずし、ゆらゆら
わかめのすまし汁、夏野菜の元気サラダ、
ミルクゼリー

親子で汗を流す

男の子も上手です

地域交流清掃活動と親子料理教室 7 月 16 日

９ 月 の 学 習 講 座 予 定
★
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操

　

9
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
～

　

講
師
：
高
橋
伸
也
さ
ん

★
生
け
花
（
草
月
流
）

　

9
月
24
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～

　

講
師
：
生
田
清
子
さ
ん

★
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー

　

講
師
：
妹
尾
仁
津
美
さ
ん

　

日
程
調
整
中



　

『
大
震
災
と
人
権
』
～
人
権
と
福
祉
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
～
と
題
し
て

6
月
29
日
開
催
し
た
講
座
は
、
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
が
満
席
と
な
る

１
１
２
人
の
参
加
者
を
得
て
、
こ
れ
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
。
地
球
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
放
出
は
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
甚
大
な
被
害
と
、
人
間
は
自

然
の
前
で
は
微
力
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

再
び
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
加
え
て
津
波
に
よ

る
原
発
の
世
界
的
大
惨
事
は
安
全
・
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提
唱
を
根
底
か
ら

覆
し
た
。

　

住
家
資
産
を
、
家
族
を
、
ま
ち
や
村
を

根
こ
そ
ぎ
失
い
、
築
い
て
き
た
人
生
や
幸

福
感
、
価
値
観
、
将
来
へ
の
展
望
、
と
り

わ
け
自
身
の
存
在
意
義
と
人
と
し
て
の
尊

厳
の
喪
失
感
は
被
災
者
の
み
な
ら
ず
人
々

を
絶
望
の
淵
に
沈
め
た
。

　

呆
然
と
座
り
込
む
人
、
た
だ
お
ろ
お
ろ

と
捜
し
求
め
る
だ
け
の
人
、
生
き
る
気
力

を
な
く
し
た
人
々
。
支
援
活
動
に
悩
む
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
支
援
の
方
法
に
戸
惑
う

人
々
、
復
興
の
困
難
性
に
苦
悩
す
る
自
治

体
。
『
命
、
生
き
る
』
と
言
う
人
権
の
基

本
的
な
視
点
と
し
て
、
『
人
間
と
は
、
社

会
と
は
』
と
考
え
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。

　

宮
城
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
今
も
活
動
を
続
け
る
講
師
の
山
下
弘
彦

さ
ん
（
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

は
、
被
災
地
住
民
に
と
っ
て
災
害
へ
の
恐

怖
感
、
過
酷
な
環
境
、
健
康
の
維
持
、
要

援
護
者
の
増
加
、
将
来
生
活
へ
の
不
安
・

喪
失
感
、
つ
な
が
り
の
喪
失
等
、
そ
の
他

数
多
く
の
現
状
課
題
が
あ
る
と
報
告
。
更

に
地
域
社
会
の
崩
壊
に
よ
っ
て
生
活
再
建

が
一
人
ひ
と
り
一
様
で
な
く
転
職
、
廃

業
、
定
住
、
転
出
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ

が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
地

震
被
害
、
浸
水
被
害
、
津
波
被
害
、
放
射

能
被
害
と
抱
え
る
課
題
の
違
い
か
ら
、
そ

の
支
援
の
困
難
性
な
ど
今
後
の
重
大
さ
を

報
告
。
ま
さ
に
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
地
域
社

会
づ
く
り
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
被
災
者
へ

寄
り
添
い
被
災
者
の
視
点
で
考
え
気
付
く

こ
と
が
重
要
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
長
期
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、
大
震
災
を
契
機
に
『
い

ま
、
考
え
た
い
こ
と
』
と
し
て
、
被
災
地

に
目
を
向
け
続
け
、
語
り
続
け
、
直
接
・

間
接
に
で
き
る
こ
と
を
な
す
こ
と
。
ま
た
、

私
た
ち
の
住
む
地
域
社
会
に
置
き
換
え
れ

ば
、
社
会
は
繋
が
っ
て
い
る
自
覚
を
持
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
課
題
を
共

有
し
、
話
合
い
の
で
き
る
土
壌
の
醸
成
と

自
主
的
・
主
体
的
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
し
、
「
助
け
て
」
「
手
伝
っ
て
」

と
気
軽
に
言
え
、
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
こ
れ
か
ら
益
々

大
切
と
結
ん
だ
。

　

と
り
わ
け
今
回
の
原
発
事
故
に
は
思
い

を
馳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
戦
後
の
大
混
乱

を
奇
跡
的
な
経
済
成
長
で
乗
り
切
り
、
よ

り
便
利
に
、
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
快
適
に
、

よ
り
裕
福
に
と
生
活
が
一
変
す
る
と
と
も

に
価
値
観
が
変
わ
っ
た
。
産
業
は
発
展
し
、

そ
の
構
造
も
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
、
そ
れ

に
伴
い
暮
ら
す
場
所
も
集
中
し
て
、
か
つ

て
生
命
産
業
地
で
あ
っ
た
農
山
村
は
疲
弊

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
し
始
め
た
25
万
年
前
と

も
言
わ
れ
る
そ
の
と
き
か
ら
、
鳥
た
ち
は

そ
の
姿
、
暮
ら
し
方
を
変
え
ず
自
由
に
大

空
を
舞
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
良
い
と
、
言

う
つ
も
り
は
も
う
と
う
な
い
。
社
会
や
経

済
の
変
容
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
自
由
に
住

む
場
所
や
暮
ら
し
方
の
姿
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
私
た
ち
人
類
は
、
利
便
性
や
経

済
性
、
豊
か
さ
の
一
面
的
な
基
準
に
と
ら

わ
れ
て
大
切
な
も
の
を
な
く
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
必
要
な
こ
と
は
何
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ

と
。
私
た
ち
の
共
通
の
未
来
の
子
孫
に
引

き
渡
す
べ
き
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

た
か
だ
か
数
十
年
前
に
自
分
た
ち
の
手

で
作
り
出
し
た
も
の
に
、
営
々
と
築
い
て

き
た
私
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
脈
々

と
受
け
継
い
で
き
た
命
と
英
知
を
一
瞬
に

奪
わ
れ
る
悲
劇
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。

　

7
月
10
日
か
ら
の
1
ヶ
月
間
は
『
部
落

解
放
月
間
』
と
し
て
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
が
行
わ
れ
た
。
「
も
う
部
落
差
別

は
無
く
な
っ
た
」
と
言
う
意
見
も
あ
る
今

日
、
実
態
は
ど
う
な
の
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
世
界
で
検
証
し
よ
う
と
、
日
野
町
で

も
7
月
25
日
、
講
演
会
を
開
い
た
。

　

も
は
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
に
よ
っ
て
誰
で
も
簡
単
に

情
報
の
受
発
信
が
で
き
る
優
れ
た
通
信
手

段
だ
。
今
で
は
多
く
の
人
が
利
用
し
、
独

自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
な
ど
を
作

成
す
る
の
も
当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
一

方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
一
定
の
匿
名
性

も
保
障
さ
れ
自
由
な
発
言
は
も
ち
ろ
ん
、

特
定
の
団
体
や
個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
意

図
的
な
情
報
を
流
し
て
も
自
身
の
安
全
は

図
ら
れ
、
そ
の
情
報
は
瞬
時
に
世
界
中
へ

広
が
る
側
面
が
あ
る
。

　

現
代
の
部
落
差
別
は
こ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
で
一
層
深
刻
化
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
手
検
索
会
社

グ
ー
グ
ル
社
の
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
利
用

し
、
そ
の
地
図
上
に
鳥
取
県
を
は
じ
め
他

府
県
の
被
差
別
部
落
を
掲
載
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
そ
れ
で
あ
る
と
、
80
名
の
参
加

者
を
前
に
講
師
の
清
見
久
夫
さ
ん
（
大
山

町
）
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

加
え
て
、
清
見
さ
ん
は
Ａ
市
の
市
民
意

識
調
査
結
果
か
ら
「
結
婚
に
際
し
同
和
地

区
か
ど
う
か
調
べ
る
25
％
」
、
ま
た
Ｂ
市

の
宅
地
建
物
取
引
業
社
人
権
問
題
実
態
調

査
結
果
か
ら
「
取
引
物
件
が
同
和
地
区
か

質
問
を
受
け
た
38
％
」
「
そ
の
結
果
、
取

引
が
不
調
に
な
っ
た
20
％
」
「
（
不
調
と

な
っ
た
理
由
）
同
和
地
区
だ
か
ら
20
％
、

小
学
校
区
内
だ
か
ら
28
％
、
両
方
だ
か
ら

26
％
」
を
例
に
挙
げ
、
部
落
差
別
が
今
な

お
社
会
に
現
存
し
、
そ
の
差
別
は
土
地
（
出

身
地
、
地
名
）
に
対
す
る
差
別
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。

　

被
差
別
部
落
の
成
立
、
差
別
の
歴
史
、

そ
こ
に
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
生
き
方
な

ど
を
正
し
く
知
ら
ず
部
落
問
題
を
や
ゆ
す

る
言
い
方
（
表
現
）
は
更
に
偏
見
を
生
み

出
し
、
身
元
調
査
に
利
用
さ
れ
部
落
差
別

を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
人
権
教
育
、
啓
発
が
重

要
で
不
確
か
な
情
報
や
「
知
ら
な
い
」
と

言
う
こ
と
が
差
別
意
識
を
温
存
助
長
し
て

き
た
と
、
見
解
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
在
住

外
国
人
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
社
会

的
に
弱
い
立
場
の
人
に
対
し
て
も
差
別
用

語
で
罵
倒
す
る
と
い
っ
た
人
権
侵
害
が
広

が
っ
て
い
る
と
し
、
一
方
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
被
差
別
地
区
を
掲
載
し
た
作
成
者
お

よ
び
グ
ー
グ
ル
社
へ
の
削
除
要
請
を
行
っ

た
ほ
か
、
国
・
法
務
局
・
自
治
体
な
ど
へ

の
支
援
要
請
、
ま
た
行
政
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
市
民
か
ら
の
通
報
窓
口
の
設
置
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
行
政
情
報
公
開
の
一

定
の
配
慮
、
教
育
・
啓
発
の
推
進
な
ど
の

必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
法
的
整

備
の
遅
れ
を
指
摘
し
、
一
日
も
早
い
差
別

禁
止
と
人
権
侵
害
被
害
を
救
済
す
る
法

律
・
制
度
の
整
備
が
必
要
と
し
た
。

　

ど
う
や
ら
こ
れ
ま
で
、
と
も
す
れ
ば
言

わ
れ
て
き
た
「
部
落
差
別
は
も
う
無
い
。

そ
っ
と
し
て
お
け
ば･

･
･

」
で
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
私
た
ち
も
『
地
域
（
土
地
）

差
別
』
に
つ
い
て
も
う
一
度
心
の
中
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち

２
０
１
1
年
8
月

ひ
の
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町民人権講座を振り返って
第
2
回
町
民
人
権
講
座
か
ら

第
3
回
町
民
人
権
講
座
か
ら

被災地の現状報告に息をのむ

インターネットの危険な姿を説明


